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【令和３年１２月度番組審議会 議事録】 

 

 

１．開催年月日  令和３年１２月３日（金） １５時００分～１６時００分 

 

２．開催 場所    八尾市立社会福祉会館２階 第１集会室 

 

３．委員の出席 

番組審議委員総数           ７名 

出席委員数              ６名 

欠席委員数              １名 

放送事業者         取 締 役  藤山 純一 

              総務部長  比良 純高 

業務部長  鈴木 昌宏  

総  務  村田 季世子 

 八尾市広報・公民連携課   課長補佐   牧野 晃 

             

 

４．議 題    案件    「いきいき歌体操」 

             

５．番組概要  放 送 日：２０２１年１１月１５日（金）１３：０５ ～ １３：２０ 

 

     番組について 

放送形態 

事前収録番組 

 

業務部（編成）より  

新型コロナウイルス感染拡大により外出が困難になり、高齢者のフレイルも懸念され 

る中いきいき歌体操グループの寺島龍子先生から自宅でも健康維持のため歌体操を行 

なえるようにラジオで放送して頂きたいと打診があり始まった番組です。 

歌体操で行う頭の体操と日替わりで基本体操の中から手指・上肢・下肢の体操をお届 

けしています。 

 

 

６．審議委員からの意見 

委員：・歌体操は、看護・介護の現場からの発想・考案されたものであり、立ったまま、座った 

ままでもできる誰でも取り組みやすい番組である。 

・コロナ禍の中で多くの方々の心身の活性化、健康維持・保持のために番組として放送する 

ことは意味のあることだと思う。 

・番組全体としては特に問題はなかった。 

・耳からのみの情報だというラジオの弱みが感じられた。聞いている方に、より達成感を感 

じてもらうにはもう少し工夫できればさらに良いのではないでしょうか。 
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   委員：・内容は良いが、「幸せのワルツ」の音源のノイズが多く聞き辛い。 

・「野に咲く花のように」はすごく良かった。聞きながら体操ができる。楽しくてテンポも 

よかった。 

      委員：・番組としてはこれで成立している。 

・高齢の方を中心に、番組を聞いていきいきと元気になっていただくこと・コロナもあり外

出が難しくなった中、ラジオの前にいる人を笑顔にさせることが目的であるとすれば、淡々

とシンプルな体操をする静かなトーンの番組になっていたが、パーソナリティと寺島先生

のかけあいもあり、聞いている人が楽しく参加できるような番組作りも考えられるのでは

ないかと思う。 

    委員：・映像がないと耳で聞いて体操をすることは難しかった。 

・「幸せのワルツ」の歌が少し長すぎると思う。番組の真ん中あたりで流してもよいのではな

いでしょうか。 

      ・番組内容としては濃いと思う。 

 委員：・「幸せのワルツ」の歌の時間が長い。MC の声が少し聞き取りにくい。 

    ・ターゲットが誰なのか。一般の人を意識しているのかが疑問である。 

委員：・一部の人をターゲットにしている放送になっていないか。 

・「幸せのワルツ」の音源が聞き取りにくく、長い。 

・MCと先生が同じ空間でしゃべっていることが全く感じられない。臨場感がない。 

・体操の動きが先生の言葉だけではイメージできないのでMCのフォローが必要である。 

・番組全体を通して、MCが盛り上げて番組を引っ張っていってほしいと思った。 

委員：（欠席のため、書面にて意見をいただきました） 

・「歌体操」というワードが多く、MCが少し早口だと感じた。 

・歌体操は歌と声と体操の３つの要素があり集中しにくい。歌はオフボーカルくらいがいい 

のではないか。 

   ・放送時間については、この番組の「幸せのワルツ」の歌は聞いていると眠くなる。就寝前 

の方が気持ちもゆったり、ほのぼのとした雰囲気で体操もできよい眠りにつけるのではな 

いかと思う。 

牧野課長補佐：・簡単な体操なのでラジオで聞いて参加してもらえるのでないかと思う。 

・番組を聞いてもらうためのＰＲも必要ではないか。放送時間を固定することにより、継続 

して聞いてもらうことができるようになると思う。 

 

本日お聞かせいただいたご意見を受け止め、今後もより良い番組作りに努めて参ります。 

 

 ７．公表方法 

     今回開催された番組審議会内容は、公式ＨＰ掲載をはじめ、自社放送内広報および 

     本社事務所へ閲覧用ファイルを設置いたします。 


